
「人生詰んだホス狂が国民的社会派作家の
霊を召喚してしまったんだが（仮）」

いっちークラブ©

TBS NEXT WRITERS CHALLENGE 2023
応募企画書

【ログライン】

自殺寸前のホス狂の女子大生に国民的社会派作家の霊が乗
り移り、著しく劣化してしまった日本社会をぶった斬る。

※画像はAdobe Fireflyにより生成したイメージです。



【企画意図】

戦後の社会問題を描くことによって、”戦争”そのものを描こうとした

故山崎豊子女史。彼女の霊を召喚し、現代の日本の世情を見せたらどう

思うだろうか？というのが発想の根源になります。

戦時中、筆舌に尽くしがたい苦労をし「まだまだ書くべきものがある」

と未練を残して死んでいった老小説家（の霊）。

そして偶然にも彼女の霊を召喚してしまったのは、タチの悪いホストに

ハマり、貢ぐ金を稼ぐために新宿の立ちんぼに身を堕としたホス狂の女

子大生。

あまりに異なる二人の価値観と魂の交流を描くことで、幅広い年代の視

聴者層に向けて、戦後からの社会の流れ、日本人の心の移ろい、そして

「生きる」という普遍的なテーマを表現してみたい、というのがこの企

画の意図になります。
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小倉舞（21）
都内の大学に通う普通の学生だったが、ホス狂の友達に誘われて初回料
金で入ったところ、店内の雰囲気と担当についたホストの話術に圧倒さ
れ、そのままホストクラブにハマり、ホス狂に。巨額の売掛金を背負っ
てしまう。

天鷲京子（83 / 故人）
戦後日本を代表する社会派の小説家。新宿抜弁天近くの墓地に埋葬され
ていた。巨額の売掛金を背負ってしまい、絶望して死のうとしていた舞
に乗り移って、ある取引を持ちかける。作家として書き残したことがあ
り、成仏出来なかった。

玉野悠（25）
誠実さを売りにしているが、実際は女の子を金蔓としか見ていない。二
面性の激しい、タチの悪いホスト。

竹井慎一郎（72）
株式会社BSTテレビ取締役会長。昔、制作局ドラマ制作部のプロデュー
サーとして、天鷲京子原作のドラマを担当していた。

【主な登場人物】
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ホストクラブにのめり込み、数百万の借金を作った小倉舞（21）は、路
上で客を拾う“立ちんぼ”に身を堕としていた。

人生に絶望し、寺の墓地で睡眠薬自殺を図った舞の目の前に、亡霊が現
れる。それは戦後日本を代表する社会派の小説家、天鷲京子（83/故
人）の霊だった。

舞の身体に半ば強引に憑依した京子は、未完に終わった遺作の最終章を
書くため、かつての出版社の仲間に連絡を取ろうと試みるも、異動に
なっていたり既に故人になっていたり、誰とも連絡が取れない。

そんな中、かつての知人であるBSTテレビ取締役会長の竹井慎一郎
（72）と偶然出くわす京子。自分の正体を告げるも竹井に信用してもら
えず、軽く鼻であしらわれる。

自分の死から20年。日本の現状を知り絶望する京子。

舞に身体を返した京子は「未完の小説を完成させれば大金が入ってく
る」と舞を説得し、二人は連日図書館に通い、小説の残りを書き上げて
いく。

紆余曲折を経て、どうにか小説は完成し、出版社に持ち込むも、反応は
芳しくなく、さらには詐欺師扱いされてしまう。

失意の中、京子はBSTテレビの竹井の存在を思い出し、出版社ではな
く、テレビ局にドラマの企画を持ち込むことを思いつく。

株主総会を終えた竹井の前に現れる京子。自分と竹井しか知らない事実
を告げ、驚きを隠せない竹井に京子はドラマの企画書を突きつける。

数日後、竹井からの手付金を手にした二人は、その金を持ってホストク
ラブへ行き、溜まっていた売掛金を支払い、舞は担当ホストとの関係を
清算する。

デパ地下の惣菜を持ち帰り、舞のアパートで祝杯を上げ、今後の展望に
ついて語り合う二人。

翌朝、舞のアパートのインターホンの音が鳴る。そこに立っていたのは
竹井だった。そして竹井が舞と京子に告げた一言とは...？

【あらすじ】
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第一話: 出会い

数百万の売掛金を背負っているホス狂の小倉舞（21）。
人生が詰んだと感じた舞は発作的に繁華街近くの墓地で自殺しようとす
る。睡眠薬で意識が朦朧とした舞に話しかけてくる声、それは20年前に
死去した、戦後日本を代表する社会派の小説家、天鷲京子（83 / 故
人）の霊だった。
憑依体質である舞の身体を借りて、未完の小説を書き上げたい京子と、
なんとかしてお金が欲しい舞。二人の思惑が一致し、共同作業が始ま
る。

第二話: 過去の影

京子の企画書を基にドラマ化を進めようとしたものの、局内の反発に遭
い、諦めてしまった竹井。会長として祭り上げられてはいるものの、そ
の実態はほぼお飾りであり、全ての権限は社長である笹崎が握ってい
た。京子が死んでからの二十年、竹井がどうやって社長に上り詰めた
か、そして権勢を失っていったかのバックストーリーが描かれる。
一方、舞から三行半を突きつけられたホストの玉野は、舞を店に呼び戻
すため、新たなアプローチを試みる。

第三話: 未完の物語

以前に京子と舞が小説の原稿を持ち込んだ出版社。ある日、編集部の城
山は積み上げられた持ち込み原稿の中から京子の原稿を発見する。
その筆致に紛れもない本物の匂いを嗅ぎ取った城山は、京子にコンタク
トをとる。城山は親子二代続いて筋金入りの天鷲京子ファンだったの
だ。
絶筆となった未完小説の最終章、それを出版するために社内を奔走する
城山だったが、出版はあまりにリスクが高いということで、上層部から
ストップがかかってしまう。

【全体構成】
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第四話: 社会の反映

立ちんぼを止め、昼間の事務職の仕事を得た舞。そこはブラック企業で
現代日本の病理が集まったような職場だった。低賃金で理不尽な扱いを
受けながらも、なんとか生活を立て直そうとする舞。そんな舞のひたむ
きな姿に感銘を受けると同時に、日本の凋落、「失われた30年」を次の
テーマとして、取材を開始する京子。

第五話: 調和の試み

小説の出版に向けて、着々と準備を進める城山。そして、局内の権力を
取り戻そうと、秘密裏に労組に接触する竹井。ホストの玉野はエースの
太客に逃げられるものの、初回割引で入ってきた新たなカモを見つけ
る。 また、京子は日本の経済を動かしてきた面々を取材するために舞
に協力を求めるものの、生活を立て直すことに集中したい舞はその申し
出を断り、二人の関係に亀裂が走る。

第六話: 社会との闘い

お盆休みを使って、郷里に戻ってお墓参りをしたいという京子に渋々付
き合う舞。郷里のあまりの変わりように愕然とする京子。
そして記念館となっているかつての自宅に一般客として入るものの、勝
手に歩き回っていることが警備にバレて捕縛されそうになる舞。だが、
京子の指示に従い、隠し扉からの脱出に成功する。それは京子しか知ら
ない、秘密の抜け穴だった。

第七話: 再認識

郷里に戻ったことで、再び自分の初期衝動に向き合うことになる京子。
それは死んでいった同級生の無念を、自分の筆を通して表現するという
ことだった。地元のかつての文芸仲間を尋ね老人ホームに赴く京子と
舞。
90歳近い友人たちと旧交を温め、感極まっている京子を見ながら、改め
て自分には“仲間”がいないことを悟り孤独感を強める舞だったが、京
子と行動を共にするうちに、自分の中にも“何かを書きたい”という欲
望が発生していたことを知り、狼狽する。

【全体構成】
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第八話: 決断の時

京子が舞の身体になかなか入れない（憑依できない）という事態が起こ
る。未完であった小説刊行の目処がついたこともあり、その未練が解消
され、この世への執着が薄れていったのだった。
一方、若い頃の情熱を取り戻した竹井は、社長である笹崎の了解をなん
とか取り付け、京子の企画書を基にしたドラマ化の確約を得ることに成
功。高級レストランで京子と祝杯を上げる竹井だったが、ディナーの最
中に心筋梗塞の発作を起こして倒れてしまう。

第九話: 出版の準備

社内交渉の心労がたたり、急逝してしまった竹井の葬儀に出席する舞と
京子。また一人、戦友が旅立ってしまったことで号泣する京子。そし
て、竹井が命を賭したドラマ化企画も、笹崎の鶴の一声で制作中止と
なってしまう。一方、京子の未完の小説がついに刊行されることになっ
たが、初版三千部という寂しいものであった。
話題を作ってバスらせるため、城山は「ホス狂の立ちんぼに天鷲京子の
霊が取り憑いて書いた」という情報を写真週刊誌にリークしてしまう。

第十話: 新しい始まり

いきなりメディアに追われることになった舞と京子。舞は働いていた職
場も辞めざるを得なくなり、そのことを必死に詫びる京子。
だが、この半年近く京子と行動を共にしていた舞には以前のような自殺
願望はなくなっていた。 シベリア抑留、飛行機事故、戦争孤児...京子
が書いていたテーマは、「生きる」ということだったからだ。
同時に、もうほとんど舞に憑依できなくなっていた京子は、自分の成仏
が近いことを感じていた。出版社がセッティングした記者会見に向かう
舞。怯え、震えながら回答していた舞だったが、ある瞬間から吹っ切れ
て、天鷲京子の創作技法と魂を受け継いだ自分が今後も次作を書き続け
ることを表明する。
舞のアパートでデパ地下の惣菜を囲んで、再び打ち上げをする舞と京
子。 翌朝、舞が目を覚ますと、そこにはもう京子の姿はなかった。
「じゃあね、ばあば」と舞は京子に別れを告げ、資料が積まれた机に向
かうのだった。

【全体構成】
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び
さ
れ
ち
ま
っ
た
り
し
て
な
（
と

に
や
り
）
」 

 

ホ
ス
ト

1

、
去
っ
て
い
く
。 

玉
野
、
唇

を
か
む
。 

玉
野
「
（
舌
打

ち
）…

な
に
し
て
ん
だ
よ
、
あ
い
つ
」 
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○
繁
華
街 

 
 

舞
、

ず
ぶ
濡
れ
で
歩
い
て
い
る
。 

 
 

舞
、
古
着
屋
の

前
で
立
ち

止
ま
る
。 

 
 

舞
、
服
を
眺
め
て
い
る
と
、
着
信
音

が
響
く
。 

 

舞
、

ス
カ
ー
ト
の
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
ス
マ
ホ

を
取

り
出

す
。 

画
面

に
「
悠
」

の
表
示
。 

舞
、
電
話

に
出

る
。 

玉
野
の
声
「
舞
。
俺

だ
け
ど
。
ど
し
た
？ 

今
日
こ

ら
れ
な
い
の
？
」 

舞
「…

」 

玉
野
の
声
「
会

い
た
い
。

店
で

待
っ
て
る
か
ら
」 

舞
、
無
言
。 

 

○
喫
茶
店
・
中 

古
着
屋
の
服
に

着
替
え
た

舞
、
テ
ー
ブ
ル

席
に

座
っ
て
い
る
。 

 

舞
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
を
眺
め
て
い
る
。 

 

 
 

や
っ
て
き
た
店
員
へ
、 
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舞
「
ペ
ン
、
貸
し
て
く
だ
さ
る
？
」 

 
 

店
員
、
ボ
ー
ル
ペ
ン

を
渡

す
。 

舞
、

ナ
プ
キ
ン

に
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
電
話
番
号

を

メ
モ

す
る
。 

力
強

い
筆
圧
で

数
字
が
書

か
れ
て
ゆ
く
。 

舞
、

に
や
り
と

笑
う
。 

京
子
「
（
ぽ
つ
り
）
こ
ん
だ
け
力

が
あ
れ
ば
、
鉄
筆
で

ガ
リ
版
に
も
書
け
る
わ
」 

 

舞
、
ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
。 

ナ
プ
キ
ン

に
メ
モ
し
た
電
話
番
号
を

入
力
す
る
。 

電
話
、
繋

が
る
。 

声
「
も
し
も
し
」 

舞
「
涼
子

さ
ん
？
！ 

京
子
！ 

京
子
や
！
」 

声
「…

は
？
」 

舞

「
（

興

奮

し

て

）

活

動

再

開

！ 

完

全

復

活

！ 
 

涼
子
さ
ん
、
今
日
か
ら
ま
た
あ
ん
た
を
秘
書
に
雇

わ
せ
て
も
ら
お
う
思
う
て…

」 

声
「
（
遮
っ
て
）
あ
、
あ
の…

涼
子
は

私
の

母
で
す
」 

舞
「
（
取
り

繕
い
）
あ
ら
失
礼
。
涼
子
さ
ん
の

娘
さ
ん
？
」 

声
「
は
い
」 
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舞
「
そ
れ
で
、

涼
子

さ
ん
は
？
」 

声
「
母
は

3

年
前
に

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
」 

舞
「
え
」 

声
「
失
礼

で
す
が
、
ど
ち
ら
さ
ま
で
す
か
？
」 

舞
「
い
え
、
い
い
の
」 

 
 

舞
、
電
話

を
切

る
。 

舞
「
涼
子

さ
ん
、
亡

く
な
っ
た
ん
か…

」 

 
 

舞
、
別
の
電
話
番
号

に
か
け
る
。 

 
 

電
話
、
繋

が
る
。 

舞
「
も
し
も
し
。
私
、
天
鷲
京
子
で
す
が
、

ヤ
マ
ダ

さ
ん
に
繋
い
で
く
だ
さ
る
？
」 

声
「
ヤ
マ
ダ
？
」 

舞
「
編
集
長
の
山
田

さ
ん
よ
」 

声
「
山
田

は
経
済
部

に
異
動
し
た
た
め
、
お

繋
ぎ
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」 

 
 

  
 

 
 
×

 
 

 
×

 
 

 
 
×

 

 

声
「
な
る
ほ
ど
。
不
屈
の
作
家
天
鷲
京
子
が

2
0

年
の

時
を
経
て
こ
の
世
に
蘇
り
ま
し
た
、
と
」 
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舞
「
そ
う
」 

声
「
未
完

に
終
わ
っ
た
遺
作
の

最
終
章
を

書
く
た
め

に
」 

舞
「
そ
う
！
」 

声
「
ま
た

一
緒
に
手

を
組
も
う
じ
ゃ
な
い
か
と
」 

舞
「
そ
う
！
」 

 

電
話
、
乱
暴

に
切
ら
れ
る
。 

京
子
「
も
し
も
し
！
」 

 

○
テ
レ
ビ
局

B
S

T

本
社

ビ
ル
前 

ア
ル
フ
ァ
ー
ド

が
停
ま
っ
て
い
る
。 

ビ
ル

の
入
口
か
ら
竹
井
慎
一
郎
（7

2

）
が
や
っ

て
く
る
。 

舞
、
道
の
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
く
る
。 

舞
、
車
へ
と
向
か
う

竹
井
を

見
て

足
を
と
め
る
。 

舞
「
（
思
わ
ず
）
タ
ケ
？
」 

 
 

竹
井
、
舞

の
ほ
う
を

振
り

返
る
。 

舞
「
や
っ
ぱ
り
！ 

タ
ケ
や
な
い
か
！
」 

竹
井
「…

？
」 

 
 

舞
、
竹
井

に
近

づ
く
。 
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舞
「
（
竹
井
の
身
な
り
を
見
て
）
あ
な
た
、
し
ば
ら
く

み
な
い
間

に
ず
い
ぶ
ん
出
世
し
た
み
た
い
や
な
」 

竹
井
「
失
礼
で
す
が
、
ど
ち
ら
さ
ま
で
す
？
」 

舞
「
天
鷲
京
子
」 

竹
井
「
天
鷲
京
子…

の
お
孫
さ
ん
？
」 

舞
「
違
う
。
本
人
や
。
三
途
の

川
を
飛
び

越
え
て
あ

の
世
か
ら

蘇
っ
た
ん
や
！
」 

竹
井
「
そ
う
で
す
か
」 

 

竹
井
、
取
り
合
わ
ず
に
車
に
乗
り
込
も
う
と
す

る
。 

焦
っ
た
舞
、
ふ
と
思
い
つ
い
て

、 

舞
「
奥
さ
ん
、

元
気
？ 

富
士

の
銀
行
の

娘
さ
ん
だ

っ
た
よ
な
？
」 

 
 

竹
井

の
動
き
が

止
ま
る
。 

 
 

竹
井
、
振

り
返

り
、 

竹
井
「
何
者
だ
？
」 

舞
「
だ
か
ら
天
鷲
京
子
や
」 

竹
井
「…

」 

舞
「
タ
イ

で
取
材
し
と
る
と
き
、
あ
ん
た
が

風
土
病

を
も
ろ
う
て
き
て
、
そ
れ
を
う
つ
さ
れ
て
え
ら
い
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怒
っ
と
っ
た
奥
さ
ん
。
う
ち
が

電
話
し
て
『
そ
れ

は
性
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、 

誤
解
で
す
』
い
う
て

と
り
な
し
て
や
っ
た
や
ろ
？
」 

 

竹
井
、

う
ろ
た
え
て
、 

 
竹
井
「…

デ
、
デ
タ
ラ
メ

を
い
う
な
」 

 

竹
井
、

そ
そ
く
さ
と
車
に
乗
り
込
む
。 

 

車
、
発
進
す
る
。 

舞
「
タ
ケ
！
」 

 

○
繁
華
街 

バ
ニ
ラ
の
宣
伝

カ
ー
が
走

っ
て
い
る
。 

「
♪

バ
ニ
ラ 

バ
ニ
ラ
で

高
収
入
」 

と
歌

が
鳴
り
響

く
。 

舞
、
人
混

み
に
紛
れ
て
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
。 

京
子
の
心

の
声
「
昔

の
仲
間
た
ち
は
み
ん
な

遠
い
と

こ
ろ
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
」 

 

舞
、
ビ
ル
の
巨
大

モ
ニ
タ
ー

を
見
上
げ
る
。 

以
下

の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
。 

「
総
理
銃
撃
事
件
か
ら
一
年
。
献
花
台
に
多
く

の
花
束
」 



- 13 - 

 

舞
「…

な
ん
や
と
？
（
と

胸
が

騒
ぐ
）
」 

 

○
近
く
の

図
書
館
・
館
内 

 
 

窓
の

外
を
暗
闇

が
覆
っ
て
い
る
。 

 
 

舞
、
机
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

机
の

上
に
大
量

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ル
。 

舞
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
た

古
い
新
聞
記
事

に
目

を
走

ら
せ
て
い
る
。 

 

○
過
去
の

新
聞
記
事 

 
 

「
富
裕
層

に
富
集
中
。
地
域
別
所
得
差
広

が
る 

最
大

6

．5

倍
」 

「
増
加
す
る
孤
独
死 

地
域
と
の
関
係
薄

く
孤

立
深
刻
に
」 

「

日

本

、

北

朝

鮮

へ

の

独

自

経

済

措

置

追

加 

相
次

ぐ
ミ
サ
イ
ル
発
射
を

受
け
」 

「
日
本
人
、
過
去
最
大

7
5

万
人
減 

総
人
口

1
2

年
連
続

マ
イ
ナ
ス 

1

億

2
4

9
4

万
人
」 

「W
H

O

が
緊
急
事
態
宣
言 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
」 
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「
所
得
格
差
、
過
去
最
大
水
準 

コ
ロ
ナ

影
響

か 

厚
労
省
、2

1

年
度
調
査
」 

「
円

の
実
力
、
過
去
最
低

に 

円
安

な
ど
響
き

1
9

7
0

年
を
下
回

る
」 

「
『
大
学

も
結
婚
も
諦
め
た
』
親
の
束
縛
に
悩
む

宗
教

2
世 

河
辺
首
相
銃
撃
事
件
」 

「
闇

バ
イ
ト
横
行 

広
が
る
若
者
の

貧
困
」 

「
首
相
演
説
中

に
激
し
い

閃
光
、
相
次
ぐ
要
人

襲
撃
、
政
策
引

き
金
か
」 

 

○
（
戻
っ
て
）

図
書
館 

舞
、
新
聞
紙
を

持
つ
手
が

震
え
る
。 

舞
「
な
ん
や
。
こ
の

惨
状
は…

」 

 

○
道 

舞
、
悄
然

と
し
た
面
持
ち
で
歩
い
て
い
る
。 

 

流
れ
ゆ
く
人
の
群
。 

道
端

に
寝
そ
べ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
。 

た
む
ろ
し
て
酒

を
飲
む
若
者
。 

京
子
の
心

の
声
「
こ
ん
な
は
ず

や
な
か
っ
た
。
同
級
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生

の

男

子

は

特

攻

機

に

乗

っ

て

雲

の

向

こ

う

に

死

ん

で

い

き

、

わ

た

し

た

ち

女

子

学

生

は

全

員

動
員
さ
れ
て
弾
磨
き
を
し
た
。
そ
し
て
、
飛
行
機

工
場
に
動
員
さ
れ
た

友
達

B
2

9

に
爆
撃

さ
れ
て

死

ん

で

い

っ

た

。

わ

た

し

に

は

常

に

生

き

残

っ

た

者

と

し

て

、

何

を

す

べ

き

か

と

い

う

思

い

が

あ
っ
た
。
そ
の

思
い
を
胸
に
、
い
く
つ
も
の

小
説

を
書
い
た
。
こ
ん
な
、
こ
ん
な

日
本
を
残

す
た
め

や
な
か
っ
た…

」 

 

○
マ
ン
シ
ョ
ン
・
外
観 

 

舞
、
舞

の
免
許
証

を
見
て
い
る
。 

 

舞
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
物
を
み
あ
げ
る
。 

 

○
同
・
舞

の
部
屋 

 

散
ら
か
り
ま
く
っ

た
室
内
。 

 

舞
、
見

わ
た
す
。 

 

舞
、
キ
ッ
チ
ン
へ
い
く
。 

シ

ン

ク

に

汚

れ

た

食

器

や

食

べ

残

し

た

カ

ッ

プ
麺

の
容
器
。 
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舞
「…

」 

 
 

舞
、
冷
蔵
庫
を
あ
け
る
。 

 
 

中
に
は
ス
ト
ロ
ン
グ
ゼ
ロ

だ
け
。 

舞
「
な
ん
や
疲
れ
が
ど
っ
と
き
た
。
お
腹

も
空
い
た

し
、
お
風
呂
も
入
ら
ん
と…

め
ん
ど
う
や
な
」 

 

○
同
・
風
呂 

 

舞
、
鏡

の
前
で
髪
を
洗
っ
て
い
る
。 

 

舞
、
動

か
し
て
い
た
手
を
と
め
、 

舞
「
あ
ー
う
っ
と
う
し
い
わ
！
」 

舞
、
鏡
に
映
る

自
分
の
姿

を
見
る
。 

京
子
の
心

の
声
「
そ
や
。

家
事

や
身
の
回

り
の
こ
と

は
う
ち
が
や
ら
ん
で
も
、
お
手
伝
い
さ
ん
と
し
て

こ
の
子
に
や
ら
せ
れ
ば
え
え
や
ん
か
」 

 

京
子
、
目
を
閉
じ
、
全
身
に
力
を
込
め
る
。 

 

京
子
、
舞
の
肉
体

か
ら
ぬ
っ
と
飛
び
出
す
。 

 

憑
依
が
と
け
、
舞
の
意
識
が
戻
る
。 

 

舞
、
髪

の
毛
に
泡
を
ま
と
っ
た
ま
ま
、
き
ょ
ろ

き
ょ
ろ
と
あ
た
り
を

見
回

す
。 

舞
「
え
？
」 
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舞
、

パ
ニ
ッ
ク

に
な
る
。 

舞
、
鏡
を
見
る
。 

鏡
越

し
に
映
る

京
子
の
姿
。 

舞
「
（
悲
鳴
）
」 

 

○
舞
の
部
屋 

 

舞
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー

で
髪
を
乾
か
し
て
い
る
。 

 

京
子
、
目
の
前
に
座
っ
て
い
る
。 

京
子
「…

そ
う
い
う
こ
と
だ
か
ら
。

今
後

は
わ
た
し

が

取

材

と

執

筆

す

る

と

き

は

あ

な

た

の

肉

体

を

借
り
、

他
は
あ
な
た

自
身
で
や
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
。

仲
良
く
分
担
制
で
い
き
ま
し
ょ
う
」 

舞
「
は
？ 

さ
っ
き
か
ら
な
に
い
っ
て
ん
の
？
」 

京
子
「
あ
な
た
い
く
つ
？ 

こ
っ
ち
は
目
上

よ
。
し

か
も
命
の
恩
人
。
そ
の
口
の
き
き
か
た
は
な

い
で

し
ょ
う
」 

舞
「
助
け
て
く
れ
な
ん
て

頼
ん
で
な
い
し
」 

舞
、

ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
と
め
る
。 

舞
「…

出

て
け
。
つ
ー
か
、
わ
た
し

の
体

に
二
度
と

入
っ
て
く
ん
な
」 
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京
子
「
そ
れ
は

無
理

な
相
談
や
な
。
う
ち
の

姿
は
あ

ん
た
に
し
か
見
え
ん
の
や
。
あ
ん
た
が
お
ら
ん
と

何
に
も
で
き
へ
ん
」 

舞
「
そ
ん
な
の

知
ら
ね
え
し
」 

 
と
立
ち
上
が
る
。 

 

舞
、
キ
ッ
チ
ン
へ
い
く
。 

 

 

京
子
、

つ
い
て
い
く
。 

京
子
「
私

に
は
書
き

残
し
た
も
ん
が
あ
ん
ね
ん
」 

舞
「
だ
か
ら
知
ら
ね
え
っ
て
」 

舞
、
冷
蔵
庫
か
ら
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ

を
取

り
出
す
。 

舞
、
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ

の
プ
ル
タ
ブ
を

引
く
。 

京
子
「
で
、
あ
ん
た
は
ど
う
な
ん
？
」 

 
 

舞
、

チ
ュ
ー
ハ
イ
を
あ
お
る
。 

京
子
「
な
ん
で

命
を
捨
て
よ
う
な
ん
て

思
う
た
の
？
」 

舞
「…

幽
霊
の
く
せ
に
わ
か
ん
な
い
の
？
」 

京
子
「
あ
ん
た
の
心

ま
で
は
読

め
へ
ん
」 

舞
「…

」 

京
子
「…

男
か
？ 

そ
れ
と
も

コ
レ
か
？
」 

京
子
、
指

を
丸

め
て
金
の

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
す

る
。 
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舞
「…

」 

京
子
「
ど
っ
ち
も
み
た
い
や
な
」 

舞
「…

う
っ
さ
い
わ
」 

京
子
「
よ
し
。
わ
か
っ
た
。
う
ち
に

体
を

貸
す
の
が

い
や
い
う
な
ら
そ
れ
で
も
え
え
。
代
わ
り
に

執
筆

に
協
力
し
て
も
ら
わ
な
あ
か
ん
」 

舞
「…

だ
か
ら
な
ん
で
わ
た
し
が
」 

京
子
「
未
完
の
遺
作

が
あ
る
ん
や
。
き
っ
と

読
者
は

完
成
を
待
っ
と
る
。

書
き
上
げ
れ
ば
金
な
ん
か
ぎ

ょ
う
さ
ん

入
っ
て
く
る
。
な
。
ど
や
？
」 

舞
「…

」 

 

○
新
宿
区

の
図
書
館
・
外
観
（
翌
日
） 

 

○
同
・
館
内 

 

舞
、
学
習
机

に
座
っ
て
い
る
。 

 

舞
、
分
厚
い
本
を
開
い
て
い
る
。 

 

背
後
に
京
子
の
姿
。 

 

京
子
、
本
を
覗
き
込
ん
で
い
る
。 

京
子
「
め
く
っ
て
」 
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舞
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
。 

京
子
、
食

い
入
る
よ
う
に

ペ
ー
ジ

に
目

を
や
る
。 

京
子
「
め
く
っ
て
」 

舞
、

だ
る
そ
う
に
め
く
る
。 

京
子
「
こ
こ
、
ア
メ
リ
カ
兵
の
元
海
軍
中
佐

の
証
言
、

ノ
ー
ト
に
メ
モ
し
と
い
て
」 

 

舞
、
ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
。 

 

舞
、
ペ
ー
ジ
に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
し
、
写
真
を
撮

る
。 

舞
「
（
撮
っ
た

画
像
を
京
子
に
み
せ
）
ほ
い
」 

京
子
「…

横
着
者
や
な
」 

 

○
同
・
外
（
夜
） 

 
 

館
内

の
窓
か
ら

光
が
漏
れ
て
い
る
。 

 

○
同
・
館
内 

 
 

舞
、
本
を
広
げ
て
い
る
。 

 
 

京
子
、
そ
の
本

を
熱
心
に

読
ん
で
い
る
。 

舞
「
（
た
め
息
）…

い
つ
ま
で
い
る
気
？
」 

 
 

京
子
、
聞

い
て
な
い
。 
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舞
「
お
い
。
ば
ば
あ
」 

京
子
「
誰

が
ば
ば
あ
や
」 

舞
「
（
ぼ
そ
っ
と
）

聞
こ
え
て
ん
じ
ゃ
ん
」 

 
 

京
子
、
本

に
夢
中
。 

舞
「
も
う
だ
る
い
。
だ
る
い
っ
て
。
ば
ば
あ
」 

京
子
「
誰

が…

あ
ん
た
、
こ
の

本
の
参
照
資
料
に
書

か
れ
て
る

本
、
一
揃

い
探
し
て
き
て
」 

舞
「
は
？
」 

京
子
「
早

よ
。
図
書
館
閉

ま
っ
て
し
ま
う
で
」 

 
 

舞
、
重
い
腰
を
あ
げ
る
。 

舞
「
（
た
め
息
）
」 

 

○
舞
の
部
屋
（
翌
日
・
朝
） 

京
子
、
部
屋
を
う
ろ
う
ろ
し
な
が
ら
、 

京
子
「
沖
縄
戦

の
⽕
蓋
は
切
ら
れ
、
天
空

に
硝
煙
が

舞

い

、

地

上

は

⾎

で

染

ま

っ

た

。

帝

国

の

名

の

も
と
に
、
若
き
魂
た
ち
は…

」 
 

 

と
小
説

に
す
る
文
章
を
口
に
し
て
い
る
。 

 

舞
、

京
子
の
言
葉

を
ス
マ
ホ

に
打
っ
て
い
く
が
、 

舞
「
無
理
」 
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と
入
力

す
る
の
を
や
め
る
。 

京
子
「
無
理
い
う
た
っ
て
、
文
字
起

こ
し
し
て
も
ら

わ
な
先
に
進
ま
へ
ん
」 

舞
「
（
考
え
て
）…

あ
」 

 
舞
、
ス
マ
ホ
を
操
作
し
は
じ
め
る
。 

京
子
「…
？
」 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 

ス
マ
ホ
に
文
字
起
こ
し
ア
プ
リ

の
画
面
。 

京
子
「
文
字
起

こ
し

ア
プ
リ
？ 

便
利
な

時
代
に
な

っ
た
も
ん
や
な
」 

舞
「
い
い
か
ら

早
く
し
ゃ
べ
れ
」 

京
子
「
な
ん
な
ん
や
そ
の

口
の

悪
さ
は
」 

 

京
子
、
息
を
整
え
る
。 

京
子
「
（

ス
マ
ホ
画
面
へ
）
苛
烈
な
戦
⽕

の
中
で
、

彼

ら

は

希

望

と

絶

望

を

交

え

、

狭

間

で

人

生

の

意
味
を
問
い
続
け
た…

」 

 

文
字
起

こ
し
ア
プ
リ
、

声
に
反
応
し
な
い
。 

舞
「
な
ん
で…

」 
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京
子
「
そ
り
ゃ
そ
う
や
。
う
ち

幽
霊
や
も
ん
」 

舞
「…

」 

 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 
×

 

 

京
子
「
歴
史
の
罅
割

に
立
ち
、

沖
縄
の
土

は
数
多
く

の

英

霊

を

懐

抱

し

た

。

家

族

の

愛

、

友

情

、

そ

し
て
人
間

の
尊
厳
が
、
戦
の
闘
志
を
絆
と
し
て
結

ん

だ

。

沖

縄

戦

は

た

だ

の

戦

術

的

衝

突

で

は

な

く
、
人
間

の
実
在
と
歴
史
の
交
錯
点…

」 

舞
「
（
遮
っ
て
）
あ
あ
あ
あ
！
」 

 

と
ス
マ
ホ
を
放
り
投
げ
る
。 

舞
「
何
い
っ
て
る
か

全
然
わ
か
ん
な
い
」 

 
 

舞
、

ベ
ッ
ド
に

寝
そ
べ
る
。 

京
子
「
根
気
の
な
い

娘
や
な
（
と
呆
れ
る
）
」 

 
 

舞
「…

う
っ
さ
い
」 

京
子
「
ほ
ん
な
ら
今

か
ら
図
書
館
い
く
よ
」 

舞
「
は
？
」 

京
子
「3

日
書
い
て

4

日
取
材
。
こ
れ
が
う
ち
の

ス

タ
イ
ル
や
。
休
ん
ど
る
ひ
ま
は
な
い
」 
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舞
「
も
う

疲
れ
た
っ
て
」 

 
 

京
子
、
指

で
丸

を
作
っ
て
、 

京
子
「
金
、
ほ
し
い
ん
や
ろ
？
」 

 
○
図
書
館
・
中
（
夜
） 

 
 

舞
、
片
手

で
本

を
開
い
て
い
る
。 

 
 

京
子
、
そ
の
本

を
読
ん
で
い
る
。 

 
 

舞
、

も
う
片
方

の
手
で
ス
マ
ホ

を
い
じ
っ
て
い

る
。 

 
 

画
面

に
は
玉
野

か
ら
の

L
IN

E
メ
ッ
セ
ー
ジ
。 

 
 

「
会

い
た
い
」 

舞
「…

」 

 
 

舞
、

お
も
む
ろ
に
立
ち
上

が
る
。 

舞
「
ト
イ
レ
」 

 

○
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
・

店
内 

舞
、

ソ
フ
ァ
ー

に
座
っ
て
い
る
。 

隣
に

京
子
の
姿
。 

舞
「
（
不
機
嫌
）…

な
ん
で
つ
い
て
く
ん
の
？
」 

京
子
「
幽
霊
や
か
ら
や
」 
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玉
野
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

玉
野
、
舞

の
隣

に
座
る
。 

玉
野
「
舞
。
会

い
た
か
っ
た
」 

 
 

舞
、
心
な
し
か

顔
が
緩
む
。 

京
子
「
（
見

て
）…

な
ん
や
。
自
分
、
商
売
男

に
貢
い

で
た
ん
か
」 

玉
野
「
ど
う
し
て
た
の
？ 

連
絡
取

れ
な
く
て
心
配

し
て
た
」 

舞
「
う
ん
。
ち
ょ
っ
と…

」 

京
子
「
あ
か
ん
。
ひ
と
目
で
中
身
ペ
ラ
ペ
ラ

と
わ
か

る
わ
。
こ
ん
な

男
、

ど
こ
が
え
え
ね
ん
」 

玉
野
「
何
飲
む
？
」 

京
子
「
ペ
ラ
ッ
ペ
ラ

も
ペ
ラ
ッ
ペ
ラ

や
。
あ
ん
た
、

悪
い
こ
と
は
い
わ
ん
か
ら

今
す
ぐ
こ
の
男
と
」 

舞
「
（
京
子
へ
）
う
る
さ
い
！
」 

玉
野
「
（
驚
い
て
）…

え
？
」 

舞
「
う
う
ん
。

何
で
も
な
い
」 

 

舞
、
甘

え
た
顔
で
玉
野
を
見
つ
め
、 

舞
「
悠
。
小
説
家
の

天
鷲
京
子

っ
て
知
っ
て
る
？
」 

玉
野
「
天
鷲
京
子
？
」 
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京
子
「
こ
ん
な

男
が

知
っ
て
る
わ
け
な
い
や
ろ
」 

玉
野
「
骨
太
の
社
会
派
小
説
家
書

く
人

だ
ろ
？ 

俺
、

何
冊
か
読
ん
だ
よ
。

面
白
か
っ
た
」 

京
子
「
ほ
ぅ
。
い
き
な
り

見
直

し
た
わ
」 

舞
「…
そ
う
な
ん
だ
」 

玉
野
「
天
鷲
京
子
が
ど
う
か
し
た
？
」 

舞
「
う
う
ん
。

別
に
」 

玉
野
「
（
舞

を
見
つ
め
）
そ
れ
よ
り
舞
。
今
日
、
俺
に

ラ
ス
ソ
ン

を
歌
わ
せ
て
ほ
し
い
」 

京
子
「
ラ
ス
ソ
ン
？
」 

舞
「
（
躊
躇
う
）…

」 

玉
野
「
（
顔
を
寄
せ
）
い
い
だ
ろ
？
」 

舞
「…

い
い
よ
」 

 
 

玉
野
、
近

く
の

ホ
ス
ト

2

に
目
配
せ
す
る
。 

ホ
ス
ト

2

「
姫

か
ら
ボ
ト
ル
入
り
ま
し
た
！
」 

 

○
舞
の
部
屋 

 
 

酔
っ

払
っ
た
舞
、
ベ
ッ
ド

に
倒
れ
て
い
る
。 

 
 

枕
元

に
ス
マ
ホ

画
面
。 

悠
が

歌
う
姿
が

映
っ
て
い
る
。 
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京
子
、
舞

を
見
下
ろ
し
、 

京
子
「
な
る
ほ
ど
な
。
一
日
の

売
上
が
一
番
多
か
っ

た
ホ
ス
ト

が
店
じ
ま
い
の

前
に
一
曲
歌
え
る
。
そ

れ
が
ラ
ス
ソ
ン

つ
ー
わ
け
か
。

阿
漕
な
商
法
や
な
。

よ
う
考
え
る
わ
」 

床
に

散
ら
ば
っ
た
空
き
缶
。 

京
子
「
あ
ん
だ
け
店

で
金
使
う
て
、

家
で
は

缶
チ
ュ

ー
ハ
イ
に
カ
ッ
プ
麺
。
あ
の
男
の
食
い
も
ん
に
さ

れ
と
る
だ
け
や
」 

舞
「…

担
当
の
こ
と…

悪
く
い
う
な
」 

京
子
「
ほ
ぅ
。
お
目
当
て
の
男

を
担
当
い
う
ん
か
」 

舞
「
う
ち
ら
は
も
う
す
ぐ

付
き

合
う…

わ
た
し
が

頑

張

っ

て…

悠

を

新

宿

一

の

ホ

ス

ト

に

し

た

ら…

ホ

ス

ト

辞

め

て

付

き

合

う

っ

て…

悠

と

約

束

し

て
る…

」 

京
子
「
そ
れ
を

色
恋
営
業

い
う
ん
や

」 

舞
「
悠
は

他
の
ホ
ス
ト
と
違
う…

恋
人
も

作
ら
な
い

し…

ほ

か

の

女

と

も

会

わ

な

い…

わ

た

し

を

愛

し
て
く
れ
て
る
か
ら…

」 

京
子
「
（
呆
れ
て
）
そ
ん
で
、
そ

の
男
の
た
め
に
体
ま
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で
売
っ
と
る
わ
け
か
」 

舞
、

ぴ
く
り
と

体
を
動
か
す
。 

京
子
「
う
ち
が

気
づ
か
ん
と
で
も
思
う
と
う
た
の
か

い
」 

 
舞
「…
」 

京
子
「
さ
、
書
く
で
。
起
き
ん
さ
い
」 

 

舞
、
反
応
し
な
い
。 

京
子
「
お
ー
い
」 

 

舞
、
す
で
に
正
体

を
失
っ
て
い
る
。 

京
子
「
起

き
な
い
ん
や
っ
た
ら
し
か
た
な
い
な
」 

 

京

子

、

う

つ

伏

せ

で

眠

る

舞

の

体

に

被

さ

る

。 

 

舞
（
に

憑
依
し
た

京
子
）
、
全
身
を
痙
攣

さ
せ
な

が
ら

気
合
い
で

起
き
あ
が
る
。 

生
ま
れ
た
て
の

小
鹿
の
よ
う
。 

  

以
下
、

バ
ニ
ラ
宣
伝
カ
ー
の
歌
に
の
せ
て

カ
ッ

ト
バ
ッ
ク 

 

○
舞
の
部
屋
（
翌
日
） 

京
子
、
小
説
に
す
る

文
章

を
口
に
し
て
い
る
。 
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舞
、
必
死

に
ス
マ
ホ

で
文
字
起
こ
し
し
て
い
る
。 

 

○
図
書
館
・
中
（
数
日
後
） 

 
 

舞
、
本
を
開
い
て
い
る
。 

 
 

京
子
、
熱
心
に

ペ
ー
ジ
に

目
を
や
っ
て
い
る
。 

 
 

舞
、
何
と
な
く

ペ
ー
ジ
に

目
や
る
。 

 

○
舞
の
部
屋
（
数
日
後
） 

京
子
、
小
説
に
す
る

文
章

を
口
に
し
て
い
る
。 

舞
、

ス
マ
ホ
で

文
字
起
こ
し
し
て
い
る
。 

舞
、

ス
マ
ホ
を

打
つ
速
度

が
あ
が
っ
て
い
る
。 

 

○
図
書
館
・
中
（
数
日
後
） 

舞
、
本
棚

で
資
料
を
必
死

に
探
し
て
い
る
。 

と
、

舞
の
手
も
と
に

本
が

差
し
出
さ
れ
る
。 

初
老

の
男
、
本

を
差
し
出

し
て
い
る
。 

男
「
探
し
て
る
の
は
こ
の

本
で
し
ょ
う
」 

舞
「…

？
」 

男
「
毎
日
、
熱
心
に

勉
強
し
て
ま
す
ね
。

感
心
だ
」 

舞
、

し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
る
。 
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○
舞
の
部
屋
（
数
日
後
） 

京
子
、
小
説
に
す
る

文
章

を
口
に
し
て
い
る
。 

 
 

舞
、

ス
マ
ホ
で

文
字
起
こ
し
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
ス
マ
ホ

を
打
つ
速
度
が
あ
が
っ
て
い
る
。 

 

○
図
書
館
・
中
（
数
日
後
） 

舞
、

本
棚
で
資

料
を
必
死

に
探
し
て
い
る

。 

と
、

舞
の
手
も
と
に

本
が

差
し
出
さ
れ
る

。 
 

さ
ら
に
別
の
男

の
手
。 

 

本
を

持
っ
た
お
じ
さ
ん
た
ち
が

何
や
ら
熱
い
議

論
を

交
わ
し
な
が
ら

、
舞

を
囲
ん
で
い
る

。 
 

 

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク 

ホ
テ
ル
の
一
室
。 

 

ベ
ッ
ド

の
上
に
舞
。 

舞
、
諭
吉
を
手
に
し
た
半
裸
の
お
じ
さ
ん
た
ち

に
囲

ま
れ
て
い
る
。 

 

○
（
戻
っ
て
）

図
書
館 
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舞
、

逃
げ
る
よ
う
に

お
じ
さ
ん
た
ち
の
も
と
か

ら
離
れ
る
。 

舞
、
顔
を
ゆ
が
め
、
し
ゃ
が
み
こ
む
。 

 
○
図
書
館
・
中
（
数
日
後
） 

 
 

舞
と

京
子
、
本

を
読
ん
で
い
る
。 

 

机
の
上
の
資
料
に
「
沖
縄
戦
」「
ひ
め
ゆ
り

学
徒

隊
」「
沖
縄
特
攻
」「
前
田
高
地
」
な
ど
の
文
字
。 

 

○
沖
縄
の

海
（
イ
メ
ー
ジ
） 

 
 

青
く

美
し
い
海
。 

舞
と

京
子
、
海
岸
に
佇
ん
で
い
る
。 

京
子
、
じ
っ
と

目
を
つ
ぶ
り
、

戦
時
中
に
思
い

を
馳

せ
る
。 

 

○
（
戻
っ
て
）

図
書
館 

 
 

京
子
、
涙

ぐ
む
。 

 
 

舞
、

そ
ん
な
京
子
を
見
つ
め
て
い
る
。 

  

カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
、

お
わ
り 
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○
舞
の
部
屋 

 
 

京
子
、
小
説
に
す
る

文
章

を
口
に
し
て
い
る

。 

京
子
「…

し
か
し
そ
の
中
で
、

人
々
は
希
望

の
芽
を

見

つ

け

、

困

難

と

痛

み

を

乗

り

越

え

て

未

来

へ

と

歩

み

続

け

た

。

戦

の

記

憶

は

風

化

せ

ず

、

沖

縄

の

風

に

乗

せ

、

後

世

に

向

け

て

静

か

に

語

り

継
が
れ
て
い
く

。
了
」 

 

 

舞
、
ス
マ
ホ
で
文
字
を
打
っ
て
い
る
。 
 

舞
、「
了
」
と
打

ち
お
え
る
や
否
や
、
ベ
ッ
ド
に

ぶ
っ
た
お
れ
る
。 

京
子
、
両
手
を

広
げ
、 

京
子
「
（
叫
ぶ
）
出
っ
獄
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
」 

 
 

京
子
、
室
内
を

バ
タ
バ
タ

走
り
回
る
。 

 
 

舞
、
呆
気

に
と
ら
れ
て
、 

舞
「
な
に
？
」 

京
子
「
脱
稿
の
儀
式

み
た
い
な
も
ん
や
」 

舞
「…

？
」 

京
子
「
執
筆
は
刑
期

と
同
じ
や
。
長
く
暗

い
ト
ン
ネ

ル
ん
中
で
原
稿
用
紙

と
向
き
合
う
。
そ
や
か
ら
書
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き
終
え
た

暁
に
は
、

刑
期
満
了
、
出
獄
っ
て
わ
け

や
」 

 

舞
「…

」 

京
子
「
い
つ
も
は

5

年
、1

0

年

の
刑
期
。
今
回
は
短

い
刑
期
や
っ
た
な
」 

舞
「…

そ
ん
な
に
儲

か
ん
の
？ 

小
説
っ
て
」 

京
子
「
金

の
た
め
や
な
い
。
う
ち
を

見
く
び
っ
て
も

ろ
う
て
は

困
る
」 

舞
「…

」 

京
子
「
戦
争
を
忘
れ
な
い
た
め
や
」 

舞
「
戦
争
？
」 

京
子
「
そ
や
。
う
ち
が
若
か
っ
た
頃
は
男

の
人
た
ち

は
戦
場
に
い
き
、
う
ち
は

人
を
殺
す
た
め
の

弾
磨

き
を
さ
せ
ら
れ
た
ん
や
。

戦
争

が
わ
た
し
た
ち
か

ら
青
春
を
奪
っ
た
。
わ
た
し
に

青
春
を
返
し
て
ほ

し
い
。
そ
の
一
心
や
。
そ
の
一
心
で
机
に
か
じ
り

つ
い
て
筆
を
と
っ
て
き
た
ん
や

」 

舞
「…

」 

 

○
出
版
社

の
一
室 
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舞
と
編
集
者

1

、
机
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
。 

 

舞
の
背
後
に
京
子
。 

編
集
者

1

「
（
舞

へ
）
っ
ぽ
い
ん
で
す
け
ど
ね
え
」 

京
子
「
ぽ
い
？
」 

編
集
者

1

「
天
鷲
京
子
の
遺
作

の
続
き
で
す
よ
ね
。

夏

目

漱

石

の

『

続

明

暗

』

み

た

い

な

こ

と

で

し

ょ
？ 

コ
ン
セ
プ
ト

的
に
は
」 

 

編
集
者

1

、
原
稿

を
め
く
り
、 

編
集
者

1

「
ぽ
い
ん
で
す
け
ど
、
う
ー
ん
、
ど
う
で

す
か
ね
え
」 

京
子
「
本
物
や
」 

 

○
別
の
出
版
社 

編
集
者

2

、
舞
へ
、 

編
集
者

2

「
ぽ
い
ん
で
す
け
ど
ね
え
」 

 

○
別
の
出
版
社 

 

編
集
者

3

、
神
妙

な
面
も
ち
で
舞
を
見
つ
め
て

い
る
。 

編
集
者

3

「
（
舞
へ
）
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」 
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舞
の

背
後
に
い
る
京
子
、 

京
子
「
ど
う
や
っ
た
？
」 

編
集
者

3

「…

お
話

が
本
当
な
ら
、

天
鷲
京
子
の
霊

を

憑

依

さ

せ

て

お

書

き

に

な

っ

た

と

の

こ

と

で

」 
京
子
「
間
違
い
あ
ら
へ
ん

」 

編
集
者

3
「
あ
な
た
は
ご

存
知

で
す
か
。

作
家
天
鷲

京

子

は

ど

の

作

家

よ

り

も

登

場

人

物

の

名

前

を

大
切
に
扱
っ
て
き
ま
し
た
」 

京
子
「
そ
の
通
り
や
。
タ
イ
ト
ル
と
登
場
人
物
名
に

は
こ
だ
わ
り
が
あ
る
ん
や
」 

編
集
者

3

「
と
こ
ろ
が
で
す
。

遺
作
の
作
中

に
小
久

保
と
い
う

男
が
出
て
き
ま
す
が
、
あ
な
た
の

書
い

た
原
稿
で
は
古
久
根

に
な
っ
て
い
る
。
名
前
に
は

命

が

宿

る

と

考

え

て

い

る

天

鷲

京

子

で

あ

れ

ば

犯
さ
な
い

ミ
ス
で
す
」 

京
子
「
名
前

の
ミ
ス
く
ら
い
な
ん
や
。2

0

年
も
眠
っ

て
た
ん
や
」 

 

編
集
者

3

、
立
ち

上
が
る
。 

 

編
集
者

3

、
原
稿

を
放
り
投
げ
る
よ
う
に
し
て

舞
へ

返
す
。 
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編
集
者

3

「
騙

す
相
手
を
間
違
え
ま
し
た
な
」 

 

○
舞
の
部
屋
（
夜
） 

室
内

に
舞
と
京
子
の
姿
。 

京
子
「
（
頭
を
抱
え
）
あ
か
ん
。

持
ち

込
み

全
滅
や
。

ど
こ
の
編
集
者
も
ア
ホ
し
か
お
ら
へ
ん
」 

舞
「…

金

は
？
」 

京
子
「…

」 

舞
「
金
が

手
に
入
る
っ
て
い
っ
た
じ
ゃ
ん
」 

京
子
「
う
っ
さ
い
わ
。
今
策
を

練
っ
と
る
と
こ
や
。

金
金
モ
ノ
モ
ノ
、
高
度
経
済
成
長
ん
と
き
か
ら
日

本
人
は
何
も
変
わ
っ
て
へ
ん
な
」 

舞
「…

」 

 

舞
、
バ
ッ
グ
を
手
に
す
る
。 

舞
、

バ
ッ
グ
を

持
っ
て
玄
関
へ
向
か
う
。 

京
子
「
（
制
し
て
）
体
売

り
に
い
く
ん
か
？
」 

舞
「…

別

に
自
由
だ
ろ
。
あ
ん
た
の
体
じ
ゃ
な
い
ん

だ
か
ら
」 

 

舞
、
構

わ
ず
玄
関

へ
向
か
う
。 

京
子
「
待

ち
ぃ
！
」 
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舞
「…

」 

京
子
「
あ
ん
た
、
そ
ん
な

汚
ら
わ
し
い
こ
と
し
て

何

と
も
思
わ
へ
ん
の
？ 

恥
を
知
り
な
さ
い
！
」 

 

舞
、
振

り
返
っ
て
、 

舞
「
何
急

に
マ
ジ
に
な
っ
て
ん
の
？
」 

京
子
「
あ
ん
た
は
パ
ン
パ
ン
や
」 

 

舞
「
は
？
」 

京
子
「
パ
ン
パ
ン
、

知
ら
ん
の
か
。

戦
後

ア
メ
リ
カ

の

進

駐

軍

相

手

に

体

売

っ

て

た

売

春

婦

の

こ

と

や
。
あ
ん
た
は
そ
の

パ
ン
助
や
」 

舞

「
（

薄

ら

笑

い

を

し

）

も

し

か

し

て

嫉

妬

し

て

る

の
？
」 

京
子
「
な
ん
や
と
？
」 

舞
「
こ
の

前
話
し
て
た
じ
ゃ
ん
。
弾
磨
き
ば
っ
か
り

で

青

春

な

か

っ

た

っ

て

。

青

春

っ

て

い

う

か

さ

、

男
が
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
ば
ば
あ
も

セ
フ

レ
と
か
ほ
し
か
っ
た
の
に
ね
」 

京
子
「
何

が
ほ
し
い
っ
て
？
」 

舞
「
セ
ッ
ク
ス
フ
レ
ン
ド

に
決

ま
っ
て
ん
じ
ゃ
ん
」 

 

京
子
、
顔
を
真
っ
赤
に
す
る
。 
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京
子
「
こ
の

F
C

2
P

P
V

女
！
」 

舞
と

京
子
、
お

互
い
に
飛

び
か
か
る
。 

二
人
、
き
ー
き
ー
叫
び
な
が
ら

猫
パ
ン
チ

を
繰

り
出

す
。 

が
、
お
互
い
の

体
を
空
し
く
す
り
抜

け
る
。 

 

舞
「
玉
磨

き
！
」 

京
子
「
竿
磨
き
！
」 

舞
、

か
っ
と
な
り
、

飛
び

出
す
よ
う
に
部
屋
を

出
る
。 

 

○
繁
華
街 

 
 

舞
、

ど
か
ど
か

大
股
で
歩

い
て
い
る
。 

 
 

京
子
、
あ
と
を
つ
け
る
。 

舞
「
（
京
子
へ
）
ば
ば
あ
！ 

つ
い
て
く
ん
な
！
」 

京
子
「
こ
っ
ち
だ
っ
て
あ
ん
た
の
後
ろ
な
ん
か
歩
き

と
う
な
い
わ
！
」 

舞
「
な
ら
つ
い
て
く
ん
な
！
」 

京
子
「
お
う
。
け
ど
な
、

あ
ん
た
の

肉
体

は
も
う
う

ち
の
も
ん
で
も
あ
る
ん
や

！
」 

 

舞
、
無
視
し
て
歩
を
進
め
る
。 
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京
子
「…

」 

京
子
、
ふ
と
ビ
ル
の
看
板

に
目
が
い
く
。 

看
板
に

B
S

T

テ
レ
ビ
の
新
ド
ラ
マ
「

交
換
ウ
ソ

日
記
」
の
広
告
。 

「
大
人
気
小
説
、
ド
ラ
マ

化
決
定
！
」 

京
子
、
考

え
て
、 

京
子
「
そ
や…
タ
ケ

や
！
」 

 
 

京
子

の
表
情
が
に
わ
か
に

明
る
く
な
る
。 

京
子
「
出
版
社

が
ダ
メ
な
ら
テ
レ
ビ

局
い
う

手
が
あ

る
や
な
い
か
」 

 

 
 

京
子
、
歩

き
出

し
、
舞
の

姿
を
探
す
。 

京
子
、
前
方
に
い
る

舞
を

見
つ
け
、 

京
子
「
名
案
や
！ 

光
明
が
差

し…

」 

と
い
い
か
け
て
、
舞
の
様
子
に
気
づ
く
。 

舞
、
凍
り
つ
い
た
よ
う
に
そ
の

場
に

立
ち
尽
く

し
て
い
る
。 

京
子
、
舞

の
視
線
の
先
を

見
る
。 

玉
野
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
で

身
を
固
め
た
女
と
仲

良
く

買
い
物
を

楽
し
ん
で
い
る
。 

玉
野
、
女
と
向

か
い
合
い
、
女
に
ネ
ッ
ク
レ
ス
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を
つ
け
て

や
っ
て
い
る
。 

舞
、
体
を
震
わ
せ
て
い
る
。 

 

○
ビ
ル
の

階
段 

 
荒
い
息
が
階
段
に
響
き
わ
た
る
。 

舞
、
無
我
夢
中

で
の
ぼ
っ
て
い
る
。 

 

京
子
、

あ
と
を
つ
け
る
。 

京
子
「
ち
ょ
っ
と…

ど
こ
い
く
ん
や
？
」 

 

○
屋
上 

 
 

舞
と

京
子
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

舞
、
手
す
り
の
ほ
う
へ
歩

い
て
い
く
。 

 
 

京
子
、
夜
空
を

見
上
げ
、 

京
子
「
な
ん
や
。
急

に
天
体
観
測
で
も
し
た
い
気
分

か
？
」 

 

舞
、
京
子
に
背
を
向
け
た
ま
ま
、 

舞
「
（
ぼ
そ
り
）…

呪
い
の

ビ
ル
な
ん
だ
っ
て
。
こ
こ
」 

京
子
「…

呪
い
の
ビ
ル
？
」 

舞
「
こ
の

ビ
ル
で
ね
、
一
年
間
に

9

人
が

飛
び
降
り

た
。
ど
の

子
も
ホ
ス

狂
い
。
わ
た
し
と
同
じ
。
友
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達
も
こ
こ
で
死
ん
だ
」 

京
子
「…

」 

 
 

舞
、
京
子

を
振

り
返
っ
て
、 

舞
「
だ
か
ら
、

別
に

死
ぬ
の
は

怖
く
な
い
」 

京
子
「
（
焦
っ
て
）
ち
ょ
っ
と
な
に
い
う
て
ん
ね
ん
」 

舞
、
手
す
り
を

乗
り
越
え
る
。 

京
子
、
思

わ
ず

舞
に
近
寄

る
。 

舞
「
こ
な
い
で
！
」 

 

舞
、
縁

に
立
ち
、

地
上
を
見
お
ろ
す
。 

 

京
子
、

恐
る
恐
る
舞
へ
近
づ
き
、 

京
子
「…

ア
ホ
な
真
似
は
や
め
。
あ
ん
た
は

悪
い
男

に
引
っ
か
か
っ
た
だ
け
や
。
今
す
ぐ
あ
の

男
と
縁

を
切
ら
な
あ
か
ん
」 

舞
「…

」 

京
子
「
そ
し
て
ま
っ
と
う
な
暮

ら
し
を
す
る
ん
や

。

今
の
ま
ま
じ
ゃ
あ
ん
た
は
い
ず
れ…

」 

舞
「
（
遮
っ
て
）
そ
ん
な
こ
と
わ
か
っ
て
る
よ
！
」 

京
子
「…

」 

舞

「

わ

た

し

だ

っ

て

こ

ん

な

生

活

や

め

た

い

よ

！ 

辛

い

よ

！ 

苦

し

い

よ

！ 

学

費

も

つ

ぎ

込

ん
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で

！ 

親

に

内

緒

で

大

学

辞

め

て

！ 

客

に

体

売
っ
て
！ 

好
き
な

人
に
裏
切

ら
れ
て
！
」 

京
子
「…

」 

舞
「
で
も

抜
け
出
せ
な
い
！ 

見
つ
か
ら
な
い
の
！ 

出
口
が
ど
こ
に
も
見
つ
か
ら
な
い
の
！
」 

 
 

舞
、
地
上

を
見

お
ろ
し
、

目
を
つ
ぶ
る
。 

 
 

舞
、
飛
び
降
り
る
。 

京
子
「
あ
か
ん
！
」 

京
子
、
反
射
的

に
駆
け
出

し
、
手
す
り
を

飛
び

越
え
る
。 

京
子
、
舞

を
追

っ
て
飛
び

降
り
る
。 

京
子
、
気

を
失

っ
て
い
る

舞
に
空
中

で
憑
依
す

る
。 

舞
（
に
憑
依
し
た
京
子
）
、
か
っ
と

目
を

見
開
く
。 

舞
、

ぐ
ん
ぐ
ん

地
上
へ
と

落
ち
て
ゆ
く
。 

舞
、
着
地

の
さ
い
に

両
手

を
広
げ
て

思
い
切
り

受
け

身
を
と
る
。 

受
け

身
を
し
た

弾
み
で
、

京
子
の
霊
魂
が
舞
の

肉
体

か
ら
離
れ
る
。 

 

舞
、
意
識

を
取

り
戻
す
。 
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京
子
、
仰
向
け
に
倒
れ
て
い
る
舞

を
見

お
ろ
し
、 

京
子
「…

生
き
と
る
よ
う
や
な
」 

舞
「…

な
ん
で

死
ね
な
い
の
？
」 

京
子
「
あ
ん
た
を
死

な
せ
る
わ
け
に
は
い
か
ん
」 

舞
「
死
な
せ
て…

死

な
せ
て
よ
！ 

生
き
て
た
っ
て

苦
し
い
だ
け
だ
よ
！
」 

 

京
子
、
泣

き
わ
め
く

舞
を

厳
し
く
見

つ
め
、 

京
子
「
死

な
せ
ん
！ 
よ
う
わ
か
っ
た
。
こ
の
日
本

を

正

す

た

め

や

。

そ

の

た

め

に

う

ち

は

蘇

っ

た

。

あ
ん
た
に

死
な
れ
て
た
ま
る
か
！
」 

 

○
竹
井
の

家
・
外
観 

 

一
等
地

に
構
え
る

豪
邸
。 

 

○
同
・
居
間 

 

竹
井
、

テ
ー
ブ
ル

で
飲
ん
で
い
る
。 

 

竹
井
の
妻
、
ビ
ー
ル
を
注
ぐ
。 

妻
「
あ
な
た
、

明
日

の
ご
予
定

は
？
」 

竹
井
「
う
む
。

赤
坂

プ
リ
ッ
ツ

ス
タ
ジ
オ

で
株
主
総

会
が
あ
る
」 
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○
舞
の
部
屋
（
深
夜
） 

京
子
、
室
内
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
。 

京
子
「
（
考
え
な
が
ら
）
ち
ょ
い

待
っ
て
な
。
飛
び
っ

き
り
の
や
つ
を

タ
ケ
に
持

ち
込
ま
な
あ
か
ん
か

ら
な
」 

 

 

舞
、
ス
マ
ホ

を
手
に
し
た
ま
ま
お
と
な
し
く

座
っ
て
い
る
。 

舞
の
ス
マ
ホ
画
面
に
以
下

の
文
字
。 

「
天
鷲
京
子
作 

 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

企
画
書 

 
B

S
T

御
中
」 

 

○
赤
坂
プ
リ
ッ
ツ
ス
タ
ジ
オ
・

外
（
翌
日
） 

大
勢

の
人
だ
か
り
。 

舞
と

京
子
、
立

っ
て
い
る
。 

京
子
「
い
い
ん
や
な
。
う
ち
に

体
預
け
て
も
」 

舞
「
（
頷
く
）
」 

 

○
同
・
会
場
内 
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壇
上

に
重
役
た
ち
が

並
ん
で
い
る
。 

 
 

そ
の

中
に
竹
井

の
姿
。 

 

○
同
・
外
（
夕
） 

 
 

総
会

を
終
え
、

帰
っ
て
い
く
株
主
た
ち
。 

 

○
同
・
廊
下 

部
下

を
引
き
連

れ
た
竹
井
、
肩

で
風

を
切
っ
て

歩
い
て
い
る
。 

声
「…

奥

さ
ん
、
元
気
？
」 

竹
井
、
驚

い
て

声
の
ほ
う
を
見
る
。 

清
掃
人
に
扮
し
た
舞
（
京
子
）

が
廊
下
の
隅
に

立
っ
て
い
る
。 

竹
井
、
う
ろ
た
え
る
。 

竹
井
「
だ
、
誰
な
ん
だ
！
」 

舞
「
天
鷲
京
子

や
」 

竹
井
「
警
備
員
！
」 

警
備
員
、
何
人

も
や
っ
て
く
る
。 

竹
井
「
（
舞
を
顎
で
し
ゃ
く
り
）

つ
ま
み
出

せ
」 

 
 

舞
、
警
備
員
ら
に
囲
ま
れ
る
。 



- 46 - 

 

 
 

舞
、
警
備
員
に

抵
抗
し
、 

舞
「
ど
か
ん
か

ッ
。
う
ち
は

タ
ケ

に
用
が
あ
る
ん
や
」 

竹
井
、
悠
然
と

歩
い
て
い
く
。 

 
 

舞
と

竹
井
と
の

距
離
が
遠

の
い
て
い
く
。 

 
 

舞
、
警
備
員
ら
に
取
り
押

さ
え
ら
れ
な
が
ら

、 

舞
「
（
叫
ぶ
）
戦
後
を

終
わ
ら
す

い
う
た
の
は
、
あ
れ

は
嘘
だ
っ
た
ん
か
！
」 

 

竹
井
、
立
ち
ど
ま
る
。 

舞 

「
あ
な
た
の

作
品

を
映
像
化

し
て
、
僕

が
戦
後
を

終
わ
ら
せ

ま
す
！ 

っ
て
あ
ん
た
、
い
う
て
た
よ

な
。
そ
れ
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
、
日
和
見

の
、
た

だ

の

つ

ま

ら

な

い

経

営

者

に

な

っ

て

し

も

う

て
…

あ

ん

た

、

自

分

が

恥

ず

か

し

く

な

い

ん

か

！

」 

竹
井
、
舞

を
振

り
返
っ
て
、 

竹
井｢

…

な…

何
な
ん
だ…

君
は…

」 

舞
「
戦
後

か
ら
何
も

変
わ
ら
へ
ん
。

男
は

金
の
た
め

に
女
を
騙
し
、
女
は
性
を
売
る
。
金
金
モ
ノ
モ
ノ

で
、
心
の
貧
し
い
、
そ
ん
な
連
中
が
街
中

に
溢
れ

と
る
や
な
い
か
。
あ
ん
た
ら
は
あ
の

戦
争

か
ら
何

を

学

ん

だ

ん

や

。

何

一

つ

学

ん

で

へ

ん

や

な

い
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か
！
」 

竹
井
「…

」 

舞
「
声
な
き
声
に
報

い
る
、
そ
の
志
に
、
あ
ん
た
も 

同
調
し
た
と
思
う
た
か
ら
、
う
ち
は

映
像
化

の
許 

可
を
出
し
た
。
ス
ポ
ン
サ
ー
の
都
合
で
タ
イ
ト
ル 

も

登

場

人

物

の

名

前

も

変

え

な

あ

か

ん

か

っ

た

。 

う
ち
は
嫌
や
っ
た
。
け
ど
、
あ
ん
た
と
約
束

し
た
、 

戦
後
を
終
わ
ら
す
と
。
だ
か
ら
、
う
ち
は

自
分
の 

こ
だ
わ
り
を
捨
て
て
あ
ん
た
の

話
を
呑
ん
だ
ん 

や
。
タ
ケ
！ 

そ
れ
を
忘
れ
た
と
は
い
わ
さ
へ
ん 

で
！
」 

 

竹
井
、

じ
っ
と
舞
を
見
つ
め
る
。 

舞
と

重
な
る
よ
う
に
し
て

京
子
の
姿

が
浮
か
び

あ
が
る
。 

竹
井｢

（
呆
然

と
）…

あ
、
天
鷲

さ
ん

？
」 

 
 

舞
、
警
備
員
に

引
き
ず
ら
れ
て

い
く

。 

竹
井
「
待

て
！
」 

 
 

竹
井
、
吸

い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

舞
に

近
づ
く
。 

 
 

竹
井

と
舞
、
見

つ
め
合
う
。 

竹
井
「
ほ
、
ほ
ん
と
に…

ほ
ん
と
に

天
鷲

さ
ん
な
ん
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で
す
か
？
」 

舞
「
そ
う
い
う
と
る
や
ろ
」 

竹
井

、
力
な
く

う
な
だ
れ
る
。 

舞
、
丸
め
た
紙
束
を
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取

り
出
し
、 

竹
井

に
突
き
つ
け
る
。 

 

竹
井
「…
？
」 

舞
「
新
作

の
企
画
書

や
。
読
ん
で
連
絡
し
て
。
あ
ん

た

に

昔

の

志

が

残

っ

て

る

な

ら

魂

が

動

く

は

ず

や
」 

 

○A
T

M

の
前
（
数
日
後
） 

舞
と

京
子
、A

T
M

の
前
に

立
っ
て
い
る
。 

舞
、
通
帳

の
残
高
を
見
て
、 

舞
「…

入
金
さ
れ
て
る
」 

京
子
「
タ
ケ
か
ら
の

手
付
け
金

や
」 

舞
「…

う
ま
く
い
っ
た
ん
だ
」 

京
子
「
当

た
り
前
や
ろ
。
あ
ん
た
に
も
見

せ
て
や
り

た
か
っ
た
わ
。
う
ち
の
正
体
に
気
づ
い
た
と
き
の

タ
ケ
の
驚
い
た
顔
を
」 

舞
「
（
笑
う
）
」 
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京
子
「
金
。
早

よ
引

き
出
し
」 

舞
「…

い
い
の
？
」 

京
子
「
え
え
も

何
も
、
あ
ん
た
の
頑
張
り
で

稼
い
だ

金
や
」 

舞
「…
う
ん
」 

舞
、
金
を
引
き

下
ろ
す
。 

京
子
、
金
を
じ
っ
と

見
つ
め
る

舞
へ
、 

京
子
「
さ
。
次
は
あ
ん
た
の
番

や
」 

舞
「…

」 

 

○
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
・

外
（
夜
） 

舞
、
緊
張

し
た

面
も
ち
で

立
っ
て
い
る
。 

そ
の

手
に
は
封
筒
が
握
ら
れ
て
い
る
。 

京
子
、
少

し
離

れ
た
と
こ
ろ
で

心
配

そ
う
に
舞

を
見

つ
め
て
い
る
。 

玉
野
、
や
っ
て
く
る
。 

 

舞
「
舞
？ 

こ
ん
な
と
こ
に
呼

び
出
し
て
ど
し
た
？ 

中
入

ろ
う
よ
」 

 
 

舞
、
無
言

で
玉
野
に
封
筒

を
渡
す
。 

玉
野
「…

？
」 
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舞
「
掛
け
。
全
部
あ
る
か
ら
」 

玉
野
、
封
筒
の

中
身
を
確
認
す
る
。 

玉
野
「
え
、
す
ご
い
じ
ゃ
ん
！
」 

舞
「…

」 
玉
野
「
じ
ゃ
あ
さ
、
今
日
は
こ
の
お
金
で
遊

ぼ
う
よ
。

掛
け
な
ん
か
い
つ
で
も
い
い
よ
。
俺
は
舞
の
こ
と

を
信
じ
て
る
か
ら
さ
」 

舞
「…

」 

玉
野
「
舞
？
」 

 

舞
、
玉
野
に
ビ
ン
タ
を
か
ま
す
。 

 

玉
野
、

あ
然
と
す
る
。 

 

舞
、
去

っ
て
い
く
。 

 

○
歩
道
橋 

舞
、

う
つ
む
い
て
歩
い
て
い
る
。 

京
子
、
心
配
そ
う
に
あ
と
を
つ
け
る
。 

舞
、
欄
干

に
よ
り
か
か
る
。 

京
子
「…

？
」 

 

突
然
、

舞
、
両
手
を
大
き
く

広
げ
て
、 

舞
「
し
ゅ
っ
つ
ご
ー
ー
ー
く
！
！
！
」 
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と
清
々
し
く
叫

ぶ
。 

京
子
、
き
ょ
と
ん
す
る
。 

舞
、
笑
顔

で
車

の
流
れ
を

眺
め
る
。 

次
第

に
舞
の
笑
顔
が
崩
れ
、
舞
の
目

か
ら
と
め

ど
な
く
涙
が
あ
ふ
れ
る
。 

京
子
、
舞

の
姿

に
も
ら
い

泣
き
す
る
。 

 

○
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
・

店
内 

 
 

玉
野
、
保
冷
剤

で
頬
を
押

さ
え
て
い
る
。 

 
 

玉
野
、
苛
立
っ
て
椅
子
を

蹴
飛
ば
す
。 

玉
野
「
（
冷
酷

な
眼
差

し
で
）…

立
ち
ん
ぼ
が

嫌
な
ら

熱
い

風
呂
に
沈

ま
せ
て
や
る
よ

」 

 

○
舞
の
部
屋 

 

小
ぎ
れ
い
に

片
付

い
た
室
内
。 

舞
と

京
子
、
テ
ー
ブ
ル
に

向
か
い
合

っ
て
い
座

っ
て
い
る
。 

テ
ー
ブ
ル

の
上

に
は
デ
パ

地
下
の
惣
菜
。 

京
子
「
二
人
の
出
所
祝
い
や
な
。
う
ち
は

食
べ
ら
れ

へ
ん
け
ど
」 
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舞
「
（
笑
顔
）
」 

京
子
「
さ
。
お

食
べ
」 

舞
「
う
ん
」 

舞
、
割
り
箸
を

手
に
し
、

食
べ
始
め
る
。 

京
子
「
こ
こ
か
ら
が

本
番
や
。

企
画
始
ま
っ
た
ら

忙

し
ゅ
う
な
る
で
。
取
材
で
世
界
中
を
飛
び
回
ら
ん

と
な
。
覚
悟
し
と
き
」 

舞
「
（
も
ぐ
も
ぐ
し
な
が
ら
）
で
も
さ
、
ば
あ
ば
」 

京
子
「
ば
あ
ば
？
」 

舞
「
ば
あ
ば
の

企
画
、
な
ん
か

ヤ
バ
そ
う
な

内
容
だ

っ
た
し
、

テ
レ
ビ
で
流
せ
ん
の
？
」 

 

○
舞
の
部
屋
（

イ
メ
ー
ジ
） 

 

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
る
。 

 

舞
、
玄
関
の
ド
ア

を
開
け
る
。 

部
下

を
連
れ
た

竹
井
、
厳

め
し
い
顔

で
立
っ
て

い
る
。 

竹
井
「
天
鷲
先
生
。

こ
の
前
の
お
話
は
な
か
っ
た
こ

と
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」 
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○
（
戻
っ
て
）

舞
の

部
屋 

舞
「
て
こ
と
に
な
っ
た
り
し
て
」 

京
子
「
（
考
え
て
）
タ
ケ

な
ら
あ
り
え
る
わ
」 

舞
、
惣
菜

を
箸

で
つ
ま
む
。 

京
子
「
ま
、
そ
う
な
っ
た
ら
そ
う
な
っ
た
ら
で
、

タ

ケ
に
ぴ
し
ゃ
り
と
い
っ
て
や
る
わ
」 

 

○
舞
の
部
屋
（
翌
日
・
朝
） 

 

舞
、
キ
ッ
チ
ン
で
朝
食
を
作
っ
て
い
る
。 

 

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
る
。 

 

舞
、
手

を
と
め
て

玄
関
へ
向
か
う
。 

 

部
屋
に
い
た
京
子

も
玄
関
へ
い
く
。 

 

舞
、
ド
ア
を
開
け
る
。 

部
下

を
連
れ
た

竹
井
、
厳

め
し
い
顔

で
立
っ
て

い
る
。 

竹
井
「
天
鷲
先
生
。

こ
の
前
の
お
話
は
な
か
っ
た
こ

と
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」 

 

京
子
の
顔
、
ど
ア
ッ
プ
で
、 

京
子
「
な
に
ぃ
？
！
」 

（
つ
づ
く
） 


	○大久保病院前（夕）
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